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IAI（buildingSMART)とは

ビジョン
 建設のライフサイクルを通して、コミュニケーション、生

産性、納期、コスト、品質を改善する

ミッション
 建設・施設管理産業において、プロセス改善と情報共

有の国際的な標準を提供する

ゴール
 グローバルな建設・施設管理産業におけるBIMの国

際的な情報共有標準であるIFC (Industry 
Foundation Classes)、IDM（Information Delivery 
Manual)を策定する



IAI の歴史

1994: 米国の12の企業が、その年のAEC System Showで異なる

アプリケーションが協調するデモンストレーションを実施

1995: 上記の企業が中心となって、Industry Alliance for Interoperability 
(IAI) を北米で設立、ベンダーニュートラルな標準の策定を目指す

1995: ドイツ語圏支部設立

1996: イギリス支部設立、ロンドンで最初の国際会議が開かれ、国際組織IAI 
(International Alliance for Interoperability)として活動開始
同年4月 IAI日本支部設立

1997: 1月 IFC R1.0リリース、12月 IFC R1.5リリース

2005: IFC R2xプラットフォームがISOの一般仕様書（PAS）となる

現在、13支部で活動中
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IAI の国際組織 － 13支部
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ITM: International Technical Management（国際技術委員会）
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ITM Chair: 
Dr. Francois Grobler
陸軍工兵隊 建築研究所, US

IC Chair: 
Patrick McLeamy
(HOK, US)

http://www.iai-international.org/

Rasso Steinmann
Nemetschek, 独

Thomas Liebich
AEC3, 独

Vlado Bazjanac
LBL, US

http://www.iai
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BIMとは何か
Building Information Modeling
施設（建物）のライフサイクルにわたる関係者が追
加、変更、更新、参照を行って生成・維持する施設
の物理的、機能的なディジタル表現である

施設（建物）の3次元オブジェクトモデルを含む多く

のディジタル・ドキュメントからなる

多くの関係者が情報を共有するための標準が必要
である

米国ではNational BIM Standardを開発しつつある
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IFCIFCによるによるBIMBIMデータ活用イメージデータ活用イメージ

元データ提供：IAI, AEC3 (TLC)



① 企画・計画

④ 意匠

⑥ 設備
⑤ 構造

⑨ 積算・調達

⑧ 環境・解析シミュレーション ⑦ 構造解析

⑩ 施工
⑪ 維持管理

エネルギーシミュレーション

ＬＣＣ

ＣＦＤ

ＦＭ ＡＭ

構造ＢＩＭモデリング
鉄骨モデリング

一貫構造計算
応力解析
ＦＥＭ

ＬＣＡ

ＰＡＬ ＣＥＣ
部材断面計算

４Ｄシミュレーション（工程と連動）

意匠ＢＩＭモデリング

設備ＢＩＭモデリング

② 検証・モデルチェック

部材干渉３Ｄレビュー

日影・逆日影・天空率

自動モデルチェッカー

自動数量拾い
コスト見積もり
在庫管理・調達システム

敷地計画・ゾーニング

維持管理 部材生産・加工

照明シミュレーション

空間計画チェック ＧＩＳ（地理情報システム）連携

③ プレゼンテーション

不動産

フォトリアリスティック
バーチャル・リアリティ

アニメ

ＳＬ

デューデリジェンス
仮設計画・施工

３Ｄメタバース
事業計画シミュレーション

BIMデータ連携の対象フェーズ

プログラミング

法規チェック

楊荷計画

ＣＡSBEE

LEED



形状だけでなく属性も保持



Build Live Tokyo 2009
の概要



Build Live Tokyoとは

インターネット上で行われる仮想設計コンペティション

複数の参加者のコラボレーションの様子をインターネッ
トを通じてライブで見学者に開放する

設計プランは全てデジタルデータでオンライン提出

制限時間は４８時間

モデリングから解析、シミュレーション、プレゼンテーショ
ンまでを行う

主催・運営は、一般社団法人ＩＡＩ日本

海外の事例をもとに日本で開催
 BIMStorm
 Build London Live



Build Live Tokyoの目的

インターネットを使ったBIM共同制作の威力を実証する

BIMの能力を実演する

BIMデータを短時間で作成するトレーニングの機会を
提供する

BIM製作に使われる技術の成熟度を見せる

BIMの概念と技術の普及促進を図る



BLT2009 スケジュールとサポート体制



Build Live Tokyo2009 設計課題
敷地：東京・豊洲の架空の埋立地

計画建物：「環境技術研究センター」

研究所部門
・研究室ゾーン（研究室、実験室、企業内打合わせ室、実験資材庫等 テナント企業が独占的に
使用する部分）：16000㎡以上確保する。（以下、略）

会議センター部門
・大小会議室：合計1000㎡以上もうける。(ロビー部分を除く)そのうち最大のものは500㎡以上

とする。 （以下、略）

展示場部門
・屋内展示スペース：3000㎡以上もうける。 （以下、略）

以下の提案方法が可能
１）設計条件や法規を守って設計する。
２）設計条件を概ね守るが、参加者が条件の一部変更を提案する。
３）設計条件は参考とし、参加者が大幅に提案する。



提出データ
 提出資料

コンセプトモデル： BIM計画モデル・デザインコンセプト・マスモデル等の画像データ(JPG)、
モデルデータ(IFC, KML, 3D-PDF等) 
意匠モデル： 作業過程のJPGデータ。中間および最終成果物のBIMデータ（IFC(必須), 
DXF等）
構造モデル： 同上
設備モデル： 同上, 構造関連シミュレーション結果を含む
BIM統合モデル： 意匠・構造・設備等の複数のBIMモデルを統合したIFC, 画像ファイル
(JPG)等
環境シミュレーション： CG(JPG), アニメーション(AVI, WMV等), 説明資料(PDF, XLS, 
PPT等) 4D-5Dシミュレーション： CG(JPG)、 アニメーション(AVI, WMV等)、説明資料
(PDF, PPT等)
プレゼンテーション： CG(JPG), アニメーション(AVI, WMV等) 及び下記の必須資料

 必須資料

モデリング概要： 設計課題・条件に対する方針、コンセプト等の概要(DOC)
BIMデータ連携概要： チームで使用されたBIMツール・その他のソフトウェアの概要、データ
連携の概要(XLS)
BIMデータフロー図： BIMデータフロー(PPT)



Build LiveTokyo 2009Ⅰ

48 時間でモデリングを行い、解析、シミュレー
ション、プレゼンテーションを行う
 2月25日の正午から2月27日の正午まで

6 チームが参加した
 Team Skunk works  (5 社, 25人の設計者・技術者)
 Team BOMb (20 社, 36人の設計者・技術者)
 Team V-SPEC  (4社, 7人の設計者・技術者)
 Team Hokutosei (5社, 12人の設計者・技術者)
 Team Archi-TEKRA (2人の技術者)
 Team LEI(大学の研究室：先生と8人の生徒)

コンペ参加者と観戦者
 6チームで100人の設計者と技術者
 350人の観戦者



課題敷地
Tokyo Bay area 東京ベイ・エリアに設定した架空の埋立

地が戦いの舞台



BLT 2009 は48時間で 2.5 GBのBIM データを創り出した
（意匠・構造・設備モデル／CG静止画・動画／各種解析／シミュレーション）



IAI日本のブログサイト



Build Live Tokyo2009Ⅱ
期日：9月9日18：00から9月11日18：00まで

現実の敷地を使用

 内井昭蔵氏設計のマンションの建替計画

参加チーム
 Skunk Works :8社、44人の設計者、技術者

 V-SPEC ：6社、15人の設計者、技術者

 F8W16 ：2大学、1社、20人の設計者、技術者

 ４８ :3社、31人の設計者、技術者

 T’s Kitchen      :3社、30人の設計者、技術者

 TEAM-S          :1社、90人の設計者、技術者

 すとりーむ :7社、68人の設計者、技術者



Build Live Tokyo2009Ⅱ

見学者
 インターネットによるライブ見学者600人

審査員
松家克 氏 ： ARX建築研究所 代表、武蔵野美術大学理事

池田靖史 氏 ： 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授
（IKDS代表）

山梨知彦 氏 ： 日建設計・東京設計室長 設計部門副代表

IAI日本 技術統合委員会

発表会
 10月9日に建築とITに関するイベントArchi Future2009

で最終審査と発表会を行った



Build Live Tokyo2009Ⅱ 設計課題
【設計課題】

既存の集合住宅(114戸 住戸面積計約7030㎡)の立替え案

【敷地条件】
 所在： 神奈川県川崎市宮前区宮崎１丁目３ー１

 敷地面積： (8342)㎡（傾斜地）

 用途地域： 第一種中高層住居専用地域

 高度地区： 川崎市第２種高度地区

 容積率限度： 200％

 建蔽率限度： 60% + 10%(角地) = 70%

【設計条件】
1. 全体で7500㎡以上の住戸面積(屋内専有面積)を確保する。

2. 住戸数の80％以上の駐車台数を確保する。

3. 戸数×100%以上の駐輪台数を確保する。



Build Live Tokyo 2009Ⅱ 課題敷地



Skunk works V-spec F8W16 48

T’s Kitchen TEAM-S すとりーむ

参加チーム （7チーム、298名）



審査風景



成果と手法

2009年9月9日（水）18：00から9月11日（金）18：00ま
での48時間で810ファイル、7GBのBIMデータ（意匠・
構造・設備モデル／CG静止画・動画／各種解析／シ

ミュレーション）を創り出した。

手法
 遠隔コラボレーション、VR、３Dプリンター等

解析、シミュレーション
 避難シミュレーション、遺伝的アルゴリズム

 気流解析、光解析

 構造解析（静解析、動解析）

 室内気温・気流解析

 工事騒音解析、数量積算

 施工シミュレーション



設備設計
Tf@s2007

設備設計
Tf@s2007

CG・movie作成
3dmax

CG・movie作成
3dmax

３Dビューアー
VBE

３Dビューアー
VBE

ランドスケープ
RIKCAD21

ランドスケープ
RIKCAD21

風解析
Stream

風解析
Stream

室内風解析
Flow Designer

室内風解析
Flow Designer

MagicsMagics

逆日影・日影

ADS-win

逆日影・日影

ADS-win

意匠設計
ArchiCAD13

意匠設計
ArchiCAD13

cw2(ADS-win)

オリジナル

XML

構造計算一環
プログラム
（自社開発）

構造計算一環
プログラム
（自社開発）

構造設計
Tekla Structures

構造設計
Tekla Structures

データ取込は開発版

IFC敷地
モデル

IFC敷地
モデル 建替検討

Visio

建替検討
Visio

BingMapsBingMaps EXCELEXCEL
マイスター
開発ツール

IF
C

図面編集
AutoCAD

図面編集
AutoCAD

STL

STL

IF
C

VRML

IF
C

モデルプランニング
ViXAM(Visio)

モデルプランニング
ViXAM(Visio)

IF
C

XML XAMLビューアー
ViXAM Viewer

XAMLビューアー
ViXAM Viewer

TeklaStructures
Web Viewer

TeklaStructures
Web Viewer

DXF PCa版図等
JW_CAD

PCa版図等
JW_CAD

Yapi
（自社開発コンバータ）

Yapi
（自社開発コンバータ）

プレゼン資料

PowerPoint

プレゼン資料

PowerPoint
Photoshop
Illustrator

Photoshop
Illustrator

コンバータ
（自社開発

コンバータ
（自社開発

アドオンソフト

PDF
画像

BE-Bridge

IF
C

PLN/PLA
(ArchiCAD)

Bing Maps
閲覧

SKUNK WORKS
BIM データフロー

IFCでの連携

一般的なフォーマットでの連携

カスタマイズでの連携

ネイティブまたはアドオンでの連携

実線：双方向 破線：片方向の連携

凡例

3ds

DXF

３Dプリンタ
Cataryst Dimension

エンドユーザー向けプランツール

Virtual Building Explorer
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統合BIM
モデル
（IFC)

統合BIM
モデル
（IFC)

IF
C

スペース情報
躯体情報

躯体情報
開口情報ｅｔｃ

建物形状
図面レイアウト情報

建物形状

建物形状
開口情報

建物形状
設備備品情報

配管・ダクト情報

建物情報
オブジェクト
属性等

躯体情報
属性情報等

建物形状
属性情報等

建物形状
２D情報

鉄筋詳細情報

建物形状

建物形状

建物形状、マテリアル

躯体情報
開口情報

敷地形状
階段形状等

建物形状、マテリアル

DXF



遠隔コラボレーション



VRによるデザイン会議



3Dプリンター



避難シミュレーション



遺伝的アルゴリズム



風解析



工事騒音解析



気温と気流解析



光解析
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構造設計

構造３Ｄモデル鉄骨軸組

動解析 構造解析検討（画面）

非線形動的解析（画面）

鉄筋検討
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設備設計
機械室

干渉チェック

ＰＳ

共同溝

細霧冷房ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ用雨水ろ過機

干渉チェック



数量積算



施工シミュレーション



何故BIMか？



NIST＊１とCURT＊２の報告書の論点

建設の設計・生産・運用プロセスの関係者間の情
報共有の仕組みが不適切なために年間158億ド
ル（1.4兆円）余計なコストが掛かっている

この状況を解決するためには、BIMが必須であり、
BIMを使った生産システムの導入には、発注者が

リーダーシップを取らなければならない

AIA（米国建築家協会）もIPDガイドに同じ趣旨の

ことを述べている

注1：National Institute of Standards and Technology

注２：Construction Users Roundtable



建設産業の労働生産性（米国）



建設産業の労働生産性（日本）

出典：建設業ハンドブック



発注者による発注者によるBIM/IFCBIM/IFC要求の動向要求の動向

フィンランド
 大手不動産管理Senate Properties社
 2007年10月からIFCを要求

デンマーク
 公共工事分野
 2007年1月からIFCを要求

ノルウェー（建設局）
 建築確認分野（ゾーニング計画審査）にIFCとGIS活用を展開中
 ノルウェー版e-PlanCheck計画

シンガポール（建設局）
 2002年に建築確認の完全電子化
 IFCによる自動建築確認Webポータル(e-PlanCheck)展開を準備中

アメリカ
 GSA（連邦調達庁）
 2007年度予算のプロジェクトからBIM/IFC提出
 USCG（沿岸警備隊）・USACE（陸軍工兵隊）・NASA等が同様な動き

ドイツ
 バーバリア州政府の公共工事へのIFC提出実証実験
 ドイツ連邦政府レベルでのBIM/IFC活用が計画中



アメリカアメリカ GSAGSA（連邦調達庁）の（連邦調達庁）のBIMBIM活用活用

連邦調達局 （GSA, General Service 
Administration）
 全米に存在する約8300の連邦政府所有施

設を管理する連邦政府機関
 膨大な量の施設管理を効率化し、価値を増

大させるためのソリューションとして2007年
度からBIM(IFC)データ提出を要求。

 IAI北米支部が中心となり、GSAによる実証
実験・ガイドライン作成を実施。
 Series 01 – 3D-4D-BIM Overview：BIM活

用の概要。IFCをBIM(Building Information 
Modeling)データ交換のオープンな標準とし
て位置づけている。

 Series 02 – Spatial Program Validation：
GSAのBIM活用第一弾として空間計画チェッ
ク。具体的なBIM作成、IFC提出に関するガ
イドライン。

http://www.gsa.gov/bim

http://
www.gsa.gov/bim


グリーン・ビルディングと
サステイナブル・デザイン

大統領令13423 /2007年1月24日

環境性能レイティングシステム

米国のLEED、英国のBREEAM、オランダのEco-Quantum、日本の

CASBEEなど

CO２排出量２５％削減の影響

政府機関が使用するエネルギーの使用効率を高め温室効果ガ
スの放出を減らすこと: (i) 2015会計年度の終わりまで毎年3％、
または (ii) 2015会計年度の終わりまでに30%削減すること



STATSBYGGによるオスロの国立美術館の

オープンコンペ

2009年6月12日にPhase1が閉

め切られた
IFCによるBIMの提出を義務付

けている

コンペ応募状況
エントリー数： 1200程度
BIM・IFC提出： 237
BIM・IFC良好： 100程度



USACEにおけるBIM実施計画

Goal 1: Establish Metrics To Use for Measuring  
Process Improvement
Goal 2: Establish Initial Operating BIM 
Capability No Later than 2008
Goal 3: Establish Facility Life-Cycle 
Interoperability No Later than 2010
Goal 4: Achieve Full Operational Capability 
Using NBIMS Based e-Commerce No Later than 
2012
Goal 5: Use NBIMS in Asset Management and 
O&M of Facilities no Later than 2012



BIMとFM（COBieプロジェクト）

COBie (Construction-Operations 
Building information exchange）プロジェ
クト
FM管理者へのデータ提出をBIMで行う。
 現在紙ベースで行われている情報伝達は非効

率で維持管理段階の電子情報化を阻害してい
る。

 設計・施工段階を経たBIMデータをComputer 
Aided Facility Management (CAFM) および
Computerized Maintenance Management 
System (CMMS) へ渡すことによりデジタル情

報の再利用を効率的に行う。

 COBieデータフォーマットを策定（XML）

コミッショニング時のデータ

National Institute of Building ScienceによるBIMとFMの連携

プロジェクト



BIMとFM（COBieプロジェクト)
実証実験
 IFCとCOBieデータの双方向のデータ変換
 IBM MAXIMOへのIFC/COBieを活用したBIMデータインポート
 主要メンバー（NIBS/buildingSMART Alliance）

 US Army Corp of Engineers（米国陸軍工兵隊）
 buildingSMARTドイツ支部
 ZukunftBAU IFC/FM 研究プロジェクト （ドイツ連邦政府の資金援助）
 AEC3 （英国）

対象となる情報の例
 プロジェクト情報（敷地情報・建物種別等）
 建物情報（種別・階・構造）
 建築部材
 設備部材（体系コード・製品情報）
 空間情報（部屋・ゾーン）
 数量
 メンテナンス・保証情報等
 Web: http://www.wbdg.org/resources/cobie.php

http://
www.wbdg.org/resources/cobie.php


COBieプロジェクト概要
仕様ドキュメント

 IDM
 MVD
 COBie Excelテンプレート

 Contact （人）

 Floor, Space, Zone（建物）

 Component, System, Spare, 
Warranty（設備機器）

 Job, Document（維持管理）

 COBie XML形式 COBieのIDM（例：プロセスマップ図）

COBieデータのExcel表現例（Conponent）



COBieプロジェクト実証実験
IFCデータからFMへのデータ連携

USACE（工兵隊）・AEC3
 IFCからIBM MAXIMO（FM）へデータ連携

ドイツ / フィンランドもCOBieの実証実験を実施（
2009年）

BIM FMIFC COBie

COBie
Excel

データフロー



レーザースキャンによる3次元計測とモデリング（GSA)

ポイントクラウド 3次元モデル

既存建物の3次元データ入力の手法



光が丘本社 FMプロジェクト
竣工 １９９４年 地上２２F 地下３F 事務所・ホテル・スポーツクラブ

前田建設によるBIM/FMのパイロット・プロジェクトと今後の展開



従来の竣工図
意匠図：
約650枚

構造図：
約150枚
電気図（E）：
約250枚
設備図（MP）：約300枚

その他施工図：
管理すべき竣工図は
２０００枚以上ある

＜問題点＞
必要な情報を探す労力
保管する場所と保管状態
内容の精度



竣工BIMモデル（統合モデル）



システムイメージ

竣工モデルが竣工図の代わりになる竣工モデルが竣工図の代わりになる
竣工モデルより竣工モデルより

FMFM管理ツール構築管理ツール構築

リニューアル・リノベーションはリニューアル・リノベーションは

3D3D--CADCADシステムにより実施システムにより実施

IFCIFCデータ連携データ連携

＜蛍光灯＞
型式：*********
交換日**/**/**
次回交換予定日・・・

＜蛍光灯＞
型式：*********
交換日**/**/**
次回交換予定日・・・

企画・活用企画・活用 管理管理

天井裏の隠ぺい部も把握できる



リニューアル対応（内装）

建築BIMデータから内装シミュレーションへの

データ変換

その場でリアルタイムに内装材の入替えを行なう



仕上げ数量情報
BIMデータを元に数量を算出し帳票化

先の仕上シミュレーションと共に内装改修の
概要を把握できる



今後の展開
重要顧客に対して、BIM（３Dモデル）を活用した

施設全体の管理ツールを安価で作成し提供。
→新たなフィービジネス→新たなフィービジネス

現場監理と同時進行で作成すれば、施設の操業時に合わせて稼動させる
ことが出来る。

ツールをメンテすると同時に断続的に顧客と繋がり続ける。
→ワンストップサービスへの展開→ワンストップサービスへの展開

+ +

パッケージで提供



BIMは施設の生産とFMの効率化

に貢献します

ご静聴ありがとうございました


